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 11月9日(土)、都
立高校生等ボラン
ティア・サミット
が開催されました。
ベルギーの国旗の
色に合わせて千羽
鶴を折り、生徒会
が参加しました。 

 11月16日(土)、道徳の授業公開と講演会・協
議会を実施しました。テーマは「礼儀-礼儀の
意義を理解し、時と場に応じた適切な言動を
とること」でした。生徒の健全な育成のため
に、心の教育を進めていくうえで求められる
道徳教育の在り方や、学校・地域・家庭相互
の連携について考える機会となりました。 

  11月4日(月)、小学校6年生を対象に部活動体験を実施しました。サッカー、ラクロス、陸
上など運動部11部、演劇、放送など文化部7部に、事前に申し込みがあった小学生が参加し、
約1時間半の活動を2回にわけて行いました。来校者からの小学生用事後アンケートでは「優
しくしてくれたり、わかりやすく説明してくれた」「明るくて面白かった」「アットホーム
な雰囲気でよかった」とご好評いただきました。 

  読売新聞社主催「第69回全国小・中学校作文コンクール・東
京都コンクール」にて本校の3年小川友希さんが東京都教育委員
会賞(最優秀)を受賞しました。東京都内の小・中学校より約1900
編の作文の中から選ばれました。受賞者を対象にした表彰式は、
10月27日(日)11時より、よみうり大手町小ホール(東京都千代田
区大手町1-7-1)で実施されました。 
「5歳から6年間、生活をともにした祖母との関係について原稿
用紙8枚にまとめた。愛情表現が苦手な祖母に、一時は悪感情を
抱いていたことを赤裸々につづった。～(中略)～細かい記憶を思
い起こし、読み手が頭の中で映像化できるような表現を心がけ
た。執筆中に思い出した出来事もあり、『祖母には優しい一面
があったことに気付いた』と明かす。当時の祖母の心情に思い
をはせ、祖母は自分に、変わらぬ愛情を持ち続けていたと思う
ようになった。」 (2019年10月26日読売新聞朝刊より一部抜粋。) 


